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担当課：総務課
工 事 の 名 称 場　所 工　期 種　別 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期

防災広報無線デジア
ナ改修工事

上小阿仁村沖田
面、南沢地内

H27.8中旬
～

H28.3中旬
電気通信

防災広報無線子局デジタル化 ／ 
沖田面、南沢アナログ子局設備
をデジタル子局設備に更新。

随意契約 H27.8上旬

担当課：杉風荘
工 事 の 名 称 場　所 工　期 種　別 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期

ナースコール更新工事
上小阿仁村沖
田面字友倉98

H27.5中旬
～

H27.12中旬
電気

施設内居室、トイレ、事務室等
ナースコール設置

指名競争入札 H27.5上旬

担当課：産業課
工 事 の 名 称 場　所 工　期 種　別 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期

農業用用水路整備工事
（山崎下地区）

上小阿仁村
沖田面地内

H27.9中旬
～

H27.12中旬
土木一式

べンﾁﾌﾘｭーﾑ布設
L=253m

指名競争入札 H27.9上旬

農業用用水路整備工事
（ラントウ下タ地区）

上小阿仁村
中五反沢地内

H27.9中旬
～

H27.12中旬
土木一式

べンﾁﾌﾘｭーﾑ布設
L=145m

指名競争入札 H27.9上旬

担当課：建設課
工 事 の 名 称 場　所 工　期 種　別 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期

多 々 羅 十 二 ノ
沢 線 改 良 工 事

上小阿仁村
五反沢地内

H27.6上旬
～

H27.10下旬
土木一式

施工延長　L=254ｍ ／ ﾌ レ゚ｷｬスト
Ｕ型側溝　L=196m ／ 木製路面排水
工　N=9基 ／ 横断管渠　L=8m

指名競争入札 H27.5下旬

村 道 補 修 工 事
（沖田面学校線）

上小阿仁村
沖田面地内

H27.9中旬
～

H27.11下旬
舗装

施工延長　　L=400m
表層打換工　L=400m

指名競争入札 H27.9上旬

村 道 補 修 工 事
（小沢田大林線）

上小阿仁村
沖田面地内

H27.9中旬
～

H27.11下旬
舗装

施工延長　　L=330m
表層打換工　L=330m

指名競争入札 H27.9上旬

村 道 補 修 工 事
（朦沢中茂線）

上小阿仁村
沖田面地内

H27.9中旬
～

H27.11下旬
舗装

施工延長　　L=250m
表層打換工　L=250m

指名競争入札 H27.9上旬

村 道 補 修 工 事
（八木沢線）

上小阿仁村
沖田面地内

H27.9中旬
～

H27.11下旬
舗装

施工延長　　L=610m
表層打換工　L=610m

指名競争入札 H27.9上旬

菊桜岱橋補修工事
上小阿仁村
大 林 地 内

H27.9中旬
～

H28.2下旬
土木一式

下部工　橋長L=47ｍ ／ 縁端
拡幅工  １式 ／ 断面修復工
　１式 ／ 洗掘防止工　１式

指名競争入札 H27.9上旬

村営住宅解体工事
（向川原団地）

上小阿仁村
小沢田地内

H27.6上旬
～

H27.8下旬
建築一式

解体棟数　N=2棟(4戸)
解体家屋　A=137.16㎡

指名競争入札 H27.5下旬

村営住宅修繕工事
（野中団地）

上小阿仁村
沖田面地内

H27.6上旬
～

H27.9下旬
建築一式

施工棟数　N=5棟
屋根葺替　A=639㎡

指名競争入札 H27.5下旬

小沢田地区統合簡易
水道事業建設工事

上小阿仁村
小沢田地内

H27.9中旬
～

H28.3中旬
水道管施設

次亜注入設備　1式 ／ 送水管φ50　
L=100ｍ ／ 送水ポンプ設備　1式 ／ 
管理棟　1式 ／ 電気計装設備　1式

指名競争入札 H27.9上旬

沖田面浄化センター
電気設備更新工事

上小阿仁村
沖田面地内

H27.7中旬
～

H27.11下旬
電気

ミニUPS　1台
監視通報装置　1式

指名競争入札 H27.7上旬

平成 27 年度 前期分の公共工事発注見通しの公表
公表時期：平成２７年４月

※掲載は公表時点での見通しですので、実際に発注する工事と内容が異なる場合があります。
※公表にあたり、村では関係法令により次のとおり対応しています。
　①予定価格が２５０万円を超えないと予想されるもの、秘密にする必要があるものは公表の対象から除外してい
　　ます。
　②入札及び契約の過程・内容については建設課窓口で閲覧しています。またホームページにも掲載し公表して
　　います。
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平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は
、

 

　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
１
５
、５
９
０
円

　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

額
は
、
国
民
年
金
法
第
87
条
に
お
い
て

１
６
、３
８
０
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
16
年
度
か
ら
の
物
価
と
賃
金
の
変
動

に
基
づ
く
平
成
27
年
度
の
保
険
料
改
定

率
０・
９
５
２‌

を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

１
５
、５
９
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。‌

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が

少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人

の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
め
や
す
】 

１
１
８
万
円

　
　
＋
｛‌

扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円‌

｝
　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
26

年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方

で
、
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
へ
、
３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等
が

印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
を
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
申
請

が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書‌

ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で

す
。）

　

な
お
、
平
成
27
年
度
は
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
お
近
く
の
年
金
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年

以
内
（
例
え
ば
、
平
成
27
年
４
月
分
は
平

成
37
年
４
月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に

も
、
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
鷹
巣
年
金
事
務
所

☎
（
62
）
１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

☎
（
77
）
２
２
２
２

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

担当課：産業課
事 業 の 名 称 場　所 工　期 区　分 概　要 入札及び契約の方法 入札の時期

南 沢 字 砂 子 渕
地 区 植 栽 事 業

南沢字砂子渕
地内

H27.5下旬
～

H27.7下旬
植栽

事業面積　3.58ha ／ ha当
たり植栽本数2,500～3,000
本 ／ スギ、普通苗

指名競争入札 H27.5中旬

全 村 植 樹 祭
会 場 下 刈 事 業

仏社字国見沢

地内

H27.7初旬
～

H27.8初旬
下刈

事業面積　1.28ha ／ サトウカ
エデ、イヌエンジｭ、ｷハダ
植樹箇所の下刈

随意契約 H27.6下旬

仏 社 字 長 信 田 沢
地 区 除 伐 事 業

仏社字長信田沢

地内

H27.7中旬
～

H27.8中旬
除伐 事業面積　0.90ha　

刈り払い作業を主体とする 指名競争入札 H27.7初旬

仏 社 字 国 見 沢
地 区 除 伐 事 業

仏社字国見沢

地内

H27.7中旬
～

H27.9中旬
除伐 事業面積　1.63ha

刈り払い作業を主体とする 指名競争入札 H27.7初旬

杉 花 字 中 山 地
区 除 伐 事 業

杉花字中山

地内

H27.7中旬
～

H27.9中旬
除伐 事業面積　6.11ha

刈り払い作業を主体とする 指名競争入札 H27.7初旬

五反沢字多々羅沢
地区搬出間伐事業

五反沢字

多々羅沢地内

H27.8下旬
～

H27.11下旬
搬出間伐

事業面積　3.97ha ／ ha当たり搬出材積
　10㎥以上20㎥未満 ／ （スギ間伐本数
率20％以上、伐採材積率35％未満）

指名競争入札 H27.8中旬

仏社字国見沢地区未
利用材搬出間伐事業

仏社字国見沢

地内

H27.8下旬
～

H27.11下旬
搬出間伐

事業面積　10.87ha ／ ha当たり搬出
材積　1㎥以上 ／ （スギ間伐本数率
20％以上、伐採材積率35％未満）

指名競争入札 H27.8中旬

南沢字砂子渕地区
皆伐及び運材事業

南沢字砂子渕

地内

H27.8下旬
～

H27.11下旬
皆伐 事業面積　3.68ha

皆伐及び市場までの素材運材 指名競争入札 H27.8中旬

平成 27 年度 前期分の造林・保育・造材事業発注見通しの公表

※掲載は公表時点での見通しですので、実際に発注する事業と内容が異なる場合があります。
※公表にあたり、村では次のとおり対応しています。
　①造林・保育・造材事業の発注見通しを年２回公表します。
　②入札及び契約の過程・内容については産業課窓口で閲覧しています。またホームページにも掲載し公表して
　　います。



　
こ
の
度
、
一
般
財
団
法
人　

地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
仮
称
）」
に
、
村
地

域
活
性
化
応
援
隊
の
水
原
聡
一
郎
隊
員
が
執

筆
し
た
原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
実
践
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
（
仮
称
）」
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
の
更
な
る
普
及
と
、
協
力
隊
に
関
心

の
あ
る
方
々
の
参
考
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、

総
務
省
の
監
修
の
も
と
、
平
成
27
年
９
月
末

に
発
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
始
ま
っ
た
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
で
す
が
、
平
成
25
年
度
に
は
全

国
で
９
７
８
人
が
協
力
隊
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
今
回
、
水
原
隊
員
が
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
全
国
へ
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
10
月
、
寝
台
列
車
に
揺

ら
れ
、
秋
田
県
・
上
小
阿
仁
村
を
目
指

し
た
。
折
よ
く
見
つ
け
た
村
産
の
郷
土
菓

子
を
手
に
、
初
め
て
訪
れ
る
村
の
味
を
か

み
し
め
な
が
ら
、
次
第
に
割
合
を
増
や
し

て
い
く
杉
林
と
、
刈
り
取
り
を
終
え
た
田

ん
ぼ
を
眺
め
る
。
誰
か
の
助
け
に
な
り
た

い
、
と
漠
然
と
思
い
な
が
ら
い
つ
ま
で
も

進
路
を
定
め
ら
れ
ず
、
大
学
卒
業
後
も
就

職
活
動
を
続
け
半
年
が
経
っ
て
い
た
。
新

聞
で
募
集
を
知
り
、
ダ
メ
も
と
で
応
募
。

書
類
選
考
を
通
り
、
村
へ
面
接
に
向
か
っ

た
の
だ
。

　

村
の
山
林
原
野
は
総
面
積
の
９
割
以

上
、
活
動
居
住
地
と
な
る
、
９
世
帯
20

人
、
高
齢
化
率
75
％
の
八
木
沢
集
落
へ
の

道
程
の
半
分
は
森
の
中
を
通
る
。
役
場
か

ら
車
で
30
分
か
け
て
、
大
自
然
の
中
心
部

に
辿
り
つ
い
た
私
達
を
迎
え
る
八
木
沢
の

皆
さ
ん
の
眼
差
し
は
、
ど
こ
ま
で
も
柔
ら

か
く
、
あ
た
た
か
だ
っ
た
。

〈
初
の
協
力
隊
は
家
族
の
一
員
〉

　

秋
田
初
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
は

何
を
す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
。
住

民
、行
政
、隊
員
、そ
れ
ぞ
れ
が
手
探
り
で

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
結
果
我
々
は
「
何

で
も
屋
」
に
な
っ
た
。
分
校
舎
だ
っ
た

公
民
館
を
住
ま
い
に
、除
雪
、薪
割
り
、

農
作
業
、
山
菜
採
り
、
草
刈
り
、
水
源
整

備
、
送
迎
…
共
に
生
き
、
仕
事
の
仕
方
、

体
の
使
い
方
、
道
具
の
使
い
方
、
生
き
る

た
め
の
全
て
を
一
か
ら
、
子
ど
も
や
孫
に

接
す
る
よ
う
に
、
共
に
作
業
を
し
て
教
え

て
も
ら
っ
た
。
作
業
後
は
食
事
を
共
に
し

た
り
、
野
菜
や
お
か
ず
を
山
の
よ
う
に
も

ら
っ
た
り
と
い
う
、
家
族
同
様
の
暮
ら
し

だ
。

〈
明
ら
か
に
な
る
地
域
へ
の
想
い
〉

　

並
行
し
て
、
新
た
な
試
み
も
始
ま
っ

た
。
惜
し
み
な
が
ら
も
手
放
し
た
、
田
ん

ぼ
と
伝
統
芸
能
「
八
木
沢
番
楽
」
の
復
活

だ
。

　

一
度
諦
め
た
も
の
を
甦
ら
せ
る
の
に
は

大
変
な
労
力
が
い
る
。
人
口
減
、
高
齢
化

の
中
、
皆
さ
ん
は
自
分
自
身
と
向
き
合

い
、
そ
の
時
の
自
分
達
に
で
き
る
こ
と
を

選
び
、
行
い
、
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
選

択
に
逆
行
す
る
我
々
の
「
お
ね
だ
り
」
に

は
随
分
と
手
を
焼
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
や
れ
や
れ
と
言
い
な
が
ら
、

現
代
で
は
機
械
任
せ
の
作
業
を
、
一
緒
に

泥
に
ま
み
れ
、
汗
を
流
し
て
く
れ
た
。
水

路
整
備
、畔
付
け
、田
植
え
、は
さ
が
け
。

重
労
働
だ
が
辛
く
は
な
か
っ
た
。
笑
み
が

こ
ぼ
れ
、
か
い
た
汗
も
、
交
わ
し
た
言
葉

も
、
爽
や
か
だ
っ
た
。

　
「
も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」
そ
う
言
い
な

が
ら
、
20
年
以
上
前
の
番
楽
の
映
像
を
見

て
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
体
を
動
か
す
我
々

に
、
い
つ
し
か
手
取
り
足
取
り
指
導
を
始

め
、
自
ら
舞
い
、
歌
い
だ
し
た
。
真
剣
に

楽
し
む
そ
の
姿
に
、
伝
統
を
継
ぐ
者
と
し

て
の
誇
り
が
溢
れ
て
い
た
。

　

八
木
沢
の
清
流
で
育
ま
れ
、
白
く
輝
く

新
米
も
、
小
中
学
校
の
協
力
を
得
て
児

童
生
徒
に
伝
承
し
、
披
露
し
た
番
楽
も
、

皆
さ
ん
が
抱
く
八
木
沢
へ
の
想
い
が
顕
在

化
し
た
も
の
だ
と
気
付
い
た
。
失
わ
れ
て

い
た
も
の
を
取
り
戻
し
た
そ
の
時
、
地
域

へ
の
愛
着
と
誇
り
、
皆
の
絆
が
一
層
強
く

な
っ
た
こ
と
を
、
互
い
の
笑
顔
が
表
し
て

い
た
。

〈
原
風
景
で
在
り
続
け
た
こ
の
地
で
〉

　

２
０
１
２
年
か
ら
、
八
木
沢
は
芸
術
と

里
山
を
体
感
す
る
「KAM

IKO
AN
I

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
秋
田
」
の
主
会
場
と
な
り
、
多

く
の
人
が
訪
れ
、
原
風
景
を
見
つ
め
な
お

し
、
そ
の
空
気
に
心
休
ま
せ
て
い
る
。

　

人
々
を
魅
了
す
る
こ
の
地
は
、
人
口

減
、
高
齢
化
の
進
ん
だ
日
本
の
未
来
で
あ

る
と
同
時
に
、
昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
を
残

し
続
け
て
き
た
過
去
で
も
あ
る
。
こ
こ
で

こ
そ
見
え
る
、
作
れ
る
日
本
の
未
来
が
あ

る
の
で
は
、と
、こ
こ
で
生
き
る
人
々
と
の

あ
た
た
か
な
関
わ
り
合
い
の
中
で
、
い
つ

も
感
じ
る
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
こ
の
地
が
持
つ
可
能
性
を
探
求

し
続
け
た
い
。

上
小
阿
仁
村
役
場
　
総
務
課
　
企
画
班

地
域
活
性
化
応
援
隊

水
原
　
聡
一
郎

（
原
文
ま
ま
）

※
現
在
、
編
集
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
実
際
に
掲
載
と
な
る
本
文
と
相
違
が

あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
容
赦
く
だ

さ
い
。

笑
顔
と
生
き
が
い
の「
復
活
」

～
秋
田
県・山
あ
い
の
村
　
上
小
阿
仁
で
～

18

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
実
践
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
仮
称
）」

水
原
聡
一
郎
　
応
援
隊
員
が
執
筆
し
ま
す
！
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水
原
で
す
。
ま
た
た
く
間
に
壁
の
よ

う
だ
っ
た
雪
も
下
が
り
、
視
界
が
開
け

て
き
ま
し
た
。
春
を
感
じ
さ
せ
る
風
は
、

目
鼻
を
優
し
く
な
で
、
涙
と
鼻
水
を
誘

い
ま
す
。
皆
様
は
上
小
阿
仁
の
春
を
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
２
月
号
の
続
き
で
、
６
度
目
の

裸
参
り
や
万
灯
火
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　

今
年
の
裸
参
り
と
万
灯
火
に
は
、
夏

に「
村
お
こ
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
村
に

来
た
武
蔵
野
大
学
の
学
生
が
駆
け
つ
け

ま
し
た
。
裸
参
り
に
１
年
１
名
、
万
灯

火
は
２
年
２
名
と
、
裸
参
り
に
来
た
子

を
含
む
１
年
４
名
で
す
。

　

学
生
た
ち
は
夏
に
村
の
皆
様
と
交
流

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
上
小
阿
仁
の
こ
と
が

本
当
に
好
き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
見

て
み
た
い
、
挑
戦
し
た
い
、
そ
し
て
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に
ま
た
会
い
た
い
。

そ
ん
な
気
持
ち
を
抱
き
続
け
て
い
ま
す
。

夏
の
積
極
性
も
そ
の
ま
ま
に
、
恐
れ
る

こ
と
な
く
冷
水
を
何
回
も
か
ぶ
り
、
大

変
な
万
灯
火
の
準
備
・
点
火
作
業
も
懸

命
に
や
り
遂
げ
、
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
と
の
絆
を
、
共
同
作
業
や
交
流

会
、
再
度
の
民
泊
で
一
層
深
め
ま
し
た
。

事
業
を
越
え
て
、
世
代
も
地
域
も
越
え

た
繋
が
り
が
続
き
、
強
く
な
っ
て
い
く

瞬
間
に
居
合
わ
せ
た
、
と
て
も
幸
せ
な

時
間
で
し
た
。

　

季
節
は
春
、
４
人
だ
っ
た
協
力
隊
・

応
援
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
み
、
村

に
残
る
は
水
原
の
み
で
す
が
、
よ
り
一

層
あ
っ
た
か
い
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
旅
立
つ
隊
員
も
、
ま
た
村
に
来
る

時
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

で
は
ま
た
。

地
域
活
性
化
応
援
隊
日
誌
　

 

〜
水
原
編
〜
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山ふじ温泉からのお知らせ
①休館日のお知らせ

　平成２７年４月１日から、毎週（水）曜日を、山ふじ温泉の
休館日といたします。

②開館時間変更のお知らせ
　 平成２７年４月１日から、閉館時間を、午後７時といたし
ます。

　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

（利用時間は、午前10時〜午後7時です。）

●問い合わせ先
山ふじ温泉　　　　　☎（77）2454
総務課　総務財政班　☎（77）2221



〈
使
用
す
る
場
面
〉

　

平
成
28
年
１
月
以
降
、
社
会
保
障
や

税
、
災
害
対
策
な
ど
の
行
政
手
続
き
で
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
行
政
手
続
き
で

も
、
法
律
や
自
治
体
の
条
例
で
定
め
ら
れ

た
目
的
で
し
か
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

■
使
用
例

　

①
年
金
を
受
給
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
、
年
金
事
務
所
へ
提
示

　

②
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
を
す
る
と
き
に
、
税
務
署
に
提
示

　

③
児
童
手
当
の
現
況
届
（
毎
年
６
月
）

を
出
す
と
き
に
、
市
町
村
へ
提
示

な
ど

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も
の
で

す
。
情
報
が
漏
え
い
し
、
不
正
に
使
用
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
番

号
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
法
律
で
定
め
ら
れ
た
目
的
以
外
に
む
や

み
に
他
人
に
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
不
正
入
手
や
不
正
使
用
は
処
罰
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
（
20
）
０
１
７
８

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

☎
（
77
）
２
２
２
２

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
〉

　

平
成
25
年
５
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た

「
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
」（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
、
住
民
票
を
有
す
る
国
民
一

人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の
番
号
で
す
。

　

平
成
27
年
10
月
以
降
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
あ
て
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー

ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〈
制
度
導
入
の
３
つ
の
効
果
〉

①
手
続
き
が
正
確
で
早
く
な
る

　
（
行
政
の
効
率
化
）

　

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
で
、

情
報
の
照
合
、
転
記
、
入
力
な
ど
の

時
間
や
労
力
が
削
減
さ
れ
、
手
続
き

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

②
面
倒
な
手
続
き
が
簡
単
に

　
（
利
便
性
の
向
上
）

　

各
種
申
請
の
際
に
、
必
要
な

「
〇
〇
証
明
書
」
な
ど
と
い
っ
た
資

料
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
給
付
金
な
ど
の
不
正
受
給
の
防
止

　
（
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
）

　

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
で
、

所
得
情
報
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
受
給

状
況
な
ど
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、

給
付
金
な
ど
不
正
受
給
を
防
止
で
き

ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障・税
番
号
）制
度

が
始
ま
り
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障・税
番
号
）制
度

が
始
ま
り
ま
す

職
員
の
異
動（
４
月
１
日
付
け
）

【
建
設
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
建
設
班
長
（
建
設
課
課
長

補
佐
）
齊
藤　

幹
雄

【
診
療
所
】

▽
事
務
長
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

　

小
林　

博
隆

▽
事
務
長
補
佐
（
再
任
用
）
北
林　

勉

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
杉
風
荘
】

▽
主
幹
兼
施
設
長
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
杉
風
荘
施
設
長
）
河
村　

良
満

▽
主
任
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
杉
風
荘

技
師
）
田
中　

陽
子

【
教
育
委
員
会
】

▽
事
務
局
長
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
）

　

田
村　

秀
幸

▽
係
長
兼
総
務
学
校
班
長
（
教
育
委
員
会

係
長
）
髙
橋　

舞
子

▽
主
任
兼
生
涯
学
習
班
長
（
教
育
委
員
会

主
任
）
上
杉　

大
志

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

▽
伊
藤　

清
（
主
幹
兼
診
療
所
事
務
長
）

▽
北
林　

勉
（
診
療
所
事
務
長
補
佐
）

▽
石
上　

耕
作
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
田
中　

康
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杉
風
荘
介
護
員
）

▽
伊
藤
く
み
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杉
風
荘
介
護
員
）

▽
鈴
木
美
智
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杉
風
荘
調
理
員
）

▽
齊
藤　

節
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杉
風
荘
調
理
員
）

【
総
務
課
】

▽
主
幹
兼
課
長
（
総
務
課
長
）小
林　

隆

▽
課
長
補
佐
兼
総
務
財
政
班
長
（
総
務
課

係
長
）
大
沢　

誠
子

▽
課
長
補
佐
兼
企
画
班
長
（
総
務
課
課
長

補
佐
）
中
島　

英
樹

▽
課
長
補
佐
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計
班
長

（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
会
計
管
理
者
）

　

石
川　

悦
子

▽
主
査
（
秋
田
県
町
村
電
算
シ
ス
テ
ム
共

同
事
業
組
合
派
遣
）（
産
業
課
主
査
）

　

小
林　

圭

▽
主
事
（
新
規
採
用
）
安
藤　

瞳

【
住
民
福
祉
課
】

▽
係
長
兼
住
民
福
祉
班
長
（
住
民
福
祉
課

係
長
）
渡
邉　

保

▽
係
長
兼
税
務
保
険
班
長
（
住
民
福
祉
課

係
長
）
小
林　

逸
人

▽
係
長
兼
健
康
推
進
班
長
（
住
民
福
祉
課

係
長
）
田
中　

誠
子

▽
主
査
（
産
業
課
主
査
）
森
川　

真
澄

▽
主
査
（
総
務
課
主
査
（
秋
田
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
））木
村　

研

【
産
業
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
農
務
班
長
（
産
業
課
課
長

補
佐
）
大
沢　

寿

▽
課
長
補
佐
兼
林
務
商
工
班
長
（
産
業
課

課
長
補
佐
）
加
藤　

浩
二

▽
主
事
（
新
規
採
用
）
伊
藤　

勝
哉

▽
主
事
（
新
規
採
用
）
田
中　

瑞
希

20



【
建
設
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
建
設
班
長
（
建
設
課
課
長

補
佐
）
齊
藤　

幹
雄

【
診
療
所
】

▽
事
務
長
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

　

小
林　

博
隆

▽
事
務
長
補
佐
（
再
任
用
）
北
林　

勉

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
杉
風
荘
】

▽
主
幹
兼
施
設
長
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
杉
風
荘
施
設
長
）
河
村　

良
満

▽
主
任
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
杉
風
荘

技
師
）
田
中　

陽
子

【
教
育
委
員
会
】

▽
事
務
局
長
（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
）

　

田
村　

秀
幸

▽
係
長
兼
総
務
学
校
班
長
（
教
育
委
員
会

係
長
）
髙
橋　

舞
子

▽
主
任
兼
生
涯
学
習
班
長
（
教
育
委
員
会

主
任
）
上
杉　

大
志

【
退
職
】（
３
月
31
日
付
）

▽
伊
藤　

清
（
主
幹
兼
診
療
所
事
務
長
）

▽
北
林　

勉
（
診
療
所
事
務
長
補
佐
）

▽
石
上　

耕
作
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
田
中　

康
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杉
風
荘
介
護
員
）

▽
伊
藤
く
み
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杉
風
荘
介
護
員
）

▽
鈴
木
美
智
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杉
風
荘
調
理
員
）

▽
齊
藤　

節
子
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

杉
風
荘
調
理
員
）
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水
道
料
金
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
料
金
体
系
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
一
元
化
に
よ
り
、
村
の
料

金
体
系
は
全
地
区
統
一
料
金
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
料
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
納
付
が
で
き
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
金
融
機
関
：
北
都
銀
行
、
秋
田
銀
行
、

東
北
労
働
金
庫
、
あ
き
た
北
央
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

■
基
本
料
金

　
（
10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
）

　
　

２
、５
０
０
円

■
超
過
料
金

　
（
超
過
１
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
）

　
　

50
円

※
メ
ー
タ
ー
料
及
び
消
費
税
が
別
途
加
算

さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班

☎(

77)

２
２
２
４

　

家
屋
を
解
体
し
、
下
水
道
の
使
用
を
廃

止
す
る
場
合
、
又
は
長
期
間
不
在
と
な
り

一
時
的
に
中
止
す
る
場
合
は
、「
下
水
道

使
用
開
始
等
届
」
に
よ
り
、
下
水
道
使
用

の
廃
止
又
は
中
止
を
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
届
出
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
下
水
道

使
用
料
が
引
き
続
き
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
転
出
・
転
入
等
に
よ
り
使
用
人

数
が
変
更
に
な
る
場
合
も
届
出
が
必
要
で

す
。

　

徴
収
さ
れ
て
い
る
料
金
が
、
現
在
居
住

す
る
人
数
と
合
致
し
て
い
る
か
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
基
本
料
金

　
１
世
帯
当
た
り

　
　

１
、７
１
５
円

■
下
水
道
料
金
１
人
当
た
り
料
金

　
水
洗
便
所
有
り
の
場
合

　
　

５
７
２
円

　
水
洗
便
所
な
し
の
場
合

　
　

５
２
４
円

※
別
途
、
消
費
税
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班

☎(

77)

２
２
２
４

　

冬
期
間
（
12
月
か
ら
３
月
分
）
の
水
道

使
用
量
に
つ
い
て
は
、
推
定
使
用
量
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
水
道

メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
再
開
し
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
検
針
し
た
後
、「
水
道
使
用

量
の
お
知
ら
せ
」
に
よ
り
、
水
道
使
用
量

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」
に
は
検

針
時
の
下
水
道
使
用
料
（
下
水
道
使
用

下
水
道・農
業
集
落
排
水（
排

水
設
備
）の
廃
止
届
に
つ
い
て

「
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

料
・
農
集
排
使
用
料
）
に
つ
い
て
も
表
示

さ
れ
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
表
の
今
回
ご
請
求
予
定
金
額

に
つ
い
て
は
、
水
道
料
と
下
水
道
料
の
合

計
が
表
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課　
建
設
班

　
　
　

☎
（
77
）
２
２
２
４

水
道
料
金
の
お
知
ら
せ

水道使用量のお知らせ（見本）
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健
康
づ
く
り
事
業 
参
加
者
募
集

■
内
容
　
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

【
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
】

■
日
時

　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
ま
た
は
金
曜

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場

　

上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

70
歳
以
上
の
方
で
、
関
節
痛
や
筋
力
低

下
、
転
倒
等
の
心
配
の
あ
る
方

※
70
歳
未
満
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
費
用

　

自
宅
で
使
う
ボ
ー
ル　

１
、１
０
０
円

　

新
規
参
加
者
は
４
回
ま
で
無
料
、
以

降
、
継
続
参
加
の
場
合
は
１
回
３
５
０
円

【
話
・
笑
・
和
く
ら
ぶ
】

■
日
時

　

毎
週
水
曜
日
（
第
５
水
曜
は
休
）

　

午
後
１
時
～
３
時

■
会
場　

若
者
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
で
楽
し
く
頭
や
体
を
動

か
し
た
い
方

■
費
用　

無
料　

■
内
容

　

体
操
、
振
動
刺
激
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
装
置

に
の
っ
て
筋
力
ア
ッ
プ
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

心
と
体
の
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

の
た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

お
試
し
参
加
・
見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

希
望
者
は
、
４
月
30
日
（
木
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
火
よ
う
ク
ラ
ブ
】

■
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

■
会
場

　

上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
方

■
費
用

　

昼
食
代
は
自
己
負
担

■
内
容

　

手
作
業
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

【
歩
こ
う
会
】

■
日
時

　

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場　

主
に
村
内

■
対
象
者

　

体
を
動
か
す
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方

■
費
用

　

移
動
研
修
の
場
合
は
自
己
負
担

健
康
推
進
班
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
】

　

肺
炎
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
三
位

と
な
っ
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
の
肺
炎
で

の
死
亡
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
肺
炎

球
菌
に
は
90
種
類
以
上
の
型
が
あ
り
、
こ

の
予
防
接
種
は
そ
の
う
ち
23
種
類
の
型
に

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者
：
左
記
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
今
ま
で
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
方
）

■
接
種
期
間
：
平
成
27
年
４
月
１
日
～　

　
　
　
　
　
　
　
　

‌‌‌

平
成
28
年
３
月
31
日

■
接
種
会
場
：
県
内
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機

関
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
助
成
額
：
１
回
に
つ
き‌

３
、０
０
０
円
の

助
成
。
接
種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
接
種
費
用
か
ら
助
成
額

を
引
い
た
分
を
医
療
機
関
で
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
子
ど
も
の
予
防
接
種
】

　

左
記
の
方
へ
個
別
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
体
調
に
合
わ
せ

て
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
①
保
育
園
年
長
児

（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
第
２
期
）　

　
②
小
学
６
年
生
（
二
種
混
合
）

　
③
高
校
３
年
生
（
日
本
脳
炎
２
期
）

　

そ
の
他
、
１
歳
に
な
っ
た
ら
麻
し
ん
風

し
ん
混
合
第
１
期
、
３
歳
に
な
っ
た
ら
日

本
脳
炎
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
接
種
し
忘
れ

て
い
る
も
の
が
な
い
か
、
こ
の
機
会
に
母

子
健
康
手
帳
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
不
妊
症
・
不
育
症
で

　
　
　
　
　
お
悩
み
の
方
へ

　

村
で
は
、
不
妊
治
療
・
不
育
症
治
療
を

受
け
て
い
る
ご
夫
婦
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
治
療
費
用
（
検
査
も
含
む
。）
の
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

県
で
行
っ
て
い
る
「
秋
田
県
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
」
の
限
度
額
を
超
え
た

自
己
負
担
分
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
て
個
別
に
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

対　　象　　者
65歳の方 昭和25年 4月2日生～昭和26年 4月1日生の方

70歳の方 昭和20年 4月2日生～昭和21年 4月1日生の方

75歳の方 昭和15年 4月2日生～昭和16年 4月1日生の方

80歳の方 昭和10年 4月2日生～昭和11年 4月1日生の方

85歳の方 昭和5年 4月2日生～昭和6年 4月1日生の方

90歳の方 大正14年 4月2日生～大正15年 4月1日生の方

95歳の方 大正9年 4月2日生～大正10年 4月1日生の方

100歳の方 大正4年 4月2日生～大正5年 4月1日生の方

☎
(77)3008

こあに電話
(66)3009
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上
小
阿
仁
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

は
、
現
在
10
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。「
私

達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、

食
生
活
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、「
各
集
落
で
の
伝
達
講

習
」「
八
木
沢
カ
フ
ェ
の
協
力
」「
高
齢
者
ふ

れ
あ
い
弁
当
づ
く
り
」
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
食
」
に
関
心
の
あ
る
方
、
一
緒
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
。
４
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
班

☎
（
77
）
３
０
０
８

　

村
内
で
高
齢
者
と
同
居
し
て
い
る
方
を

対
象
に
し
た
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付
制
度

が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

村
内
に
高
齢
（
60
歳
以
上
）
の
親
族
と

同
居
し
て
い
る
方
で
、
自
力
で
の
住
宅
整

備
が
困
難
な
方
。

■
貸
付
限
度
額

　

１
５
０
万
円

■
連
帯
保
証
人

　

２
人

■
申
込
期
限

　

４
月
20
日
（
月
）

※
貸
し
付
け
条
件
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

☎
（
77
）　

２
２
２
２

住
み
慣
れ
た

我
が
家・我
が
集
落・我
が
村
で

す
こ
や
か
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度

（
年
金
積
立
金
還
元
融
資
事
業
）

　

平
成
26
年
６
月
か
ら
、
各
集
落
を
巡
回

し
て
、
介
護
予
防
の
ミ
ニ
講
演
会
や
福
祉

用
具
の
ミ
ニ
出
前
講
座
を
行
な
い
ま
し
た
。

◇
児
　
玉
　
美
　
幸
　
先
生

「
介
護
予
防
ミ
ニ
講
演
会
」

　

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

上
小
阿
仁
村
の
介
護
保
険
料
、
介
護
が
必

要
と
な
る
原
因
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
等

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
達
が
自
分
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
、
家
族
の
た
め
・
地
域
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
・
し
て
い
く
こ
と
等
、
一
緒

に
考
え
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

◇
小
　
野
　
　
　
忍
　
先
生

（
秋
田
県
長
寿
社
会
振
興
財
団
（
LL
財
団
））

「
福
祉
用
具
展
示
・
出
前
ミ
ニ
講
座
」

　

自
宅
で
快
適
に
生
活
を
送
る
た
め
の
日

常
生
活
道
具
、
生
活
を
手
助
け
し
て
く
れ

る
福
祉
用
具
に
つ
い
て
、
実
際
に
用
具
に

触
っ
た
り
、
使
っ
た
り
し
て
体
験
し
ま
し

た
。
現
在
は
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
が
開
発
・

工
夫
さ
れ
、「
今
ま
で
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
・
今
ま
で
に
近
い
生
活
」
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

集
落
巡
回
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
福

祉
用
具
に
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

・
ル
ー
ペ
付
爪
き
り
（
倍
率
４
倍
の
レ
ン

ズ
で
大
き
く
見
え
て
安
心
）

・
助
聴
器
（
周
り
の
雑
音
に
影
響
さ
れ
に

く
く
、
話
し
て
い
る
人
の
声
が
聞
こ
え
や

す
い
）

・
転
倒
予
防
の
た
め
の
靴
・
靴
下
（
つ
ま

先
が
あ
が
り
や
す
い
構
造
、
滑
り
止
め
機

能
付
な
ど
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

秋
田
市
御
所
野
に
あ
る
LL
財
団
に
は
、

常
時
約
９
０
０
点
も
の
福
祉
用
具
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
健
康
推
進
班

☎
（
77
）
３
０
０
８

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん

大
募
集
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出
生
や
死
亡
、
死
産
が
あ
っ
た
場
合

や
、
婚
姻
、
離
婚
を
さ
れ
た
方
に
は
そ
れ

ぞ
れ
「
出
生
届
」「
死
亡
届
」「
死
産
届
」

「
婚
姻
届
」「
離
婚
届
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

５
年
に
一
度
、
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
る

年
度
に
は
、
こ
れ
ら
の
各
届
出
へ
職
業

（
死
亡
届
に
は
産
業
の
記
入
も
）
の
記
入

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

■
対
象
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
31
日

■
対
象
と
な
る
届
出

　

出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚
姻

届
・
離
婚
届

■
記
入
欄

「（
各
届
出
事
由
）
が
あ
っ
た
と
き
の
世

帯
の
主
な
仕
事
と
職
業
」
欄

◆
記
入
例

・
医
師
・
教
員
な
ど
…
「
専
門
・
技
術
職
」

・
一
般
事
務
員
な
ど
…
「
事
務
職
」

・
販
売
員
・
営
業
職
な
ど
…
「
販
売
職
」

・
美
容
師
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

　
　
　
　
　
　
　

…
「
サ
ー
ビ
ス
業
」

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口
や
世
帯
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
統
計
法
に

基
づ
き
、
５
年
に
一
度
実
施
す
る
、
我
が

国
に
お
け
る
も
っ
と
も
基
本
的
で
、
重
要

な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
の
人
口
の
基
本
と
な

る
法
定
人
口
と
し
て
、
選
挙
区
の
区
割
り

や
、
地
方
交
付
税
の
算
定
基
準
な
ど
に
利

用
さ
れ
る
ほ
か
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

社
会
福
祉
、
雇
用
、
環
境
整
備
、
防
災
対

策
な
ど
と
い
っ
た
施
策
の
基
礎
デ
ー
タ
と

し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
調
査
よ
り
紙
の
調
査
票
だ
け

で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
便
利
で
簡
単
に

な
り
ま
す
。

■
実
施
基
準
日

　

平
成
27
年
10
月
１
日
（
木
）

　

公
正
で
効
率
的
な
行
政
施
策
の
た
め
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
実
施
の
年
で
す

平
成
27
年
は

※
死
亡
届
に
は
こ
の
ほ
か
、「
農
業
」「
建

設
業
」「
不
動
産
業
」
と
い
っ
た
産
業
も

併
せ
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

届
出
を
す
る
役
場
の
窓
口
に
「
出
生
・

死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
出
を
さ

れ
る
方
に
お
願
い
（
職
業
・
産
業
例
示

表
）」
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
窓
口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
届
出
は
厚
生
労
働
省
の
実
施

す
る
「
人
口
動
態
調
査
」
に
も
活
用
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
、
出
生
・
死
亡
・
死
産
・

婚
姻
・
離
婚
の
状
況
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。
そ
の
調
査
結
果
は
公
衆
衛
生
、
労
働

衛
生
、
社
会
福
祉
な
ど
各
施
策
の
た
め
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

届
出
に
記
載
さ
れ
た
情
報
は
、
統
計
法

に
よ
り
厳
し
く
守
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
国
勢
調
査
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
国
勢
調
査
２
０
１
５

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト

　
　

http://kokusei2015.stat.go.jp/
●
各
種
届
出
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

☎
（
77
）
２
２
２
２

人
口
動
態
に
関
す
る

　
　
各
種
届
出
に
、「
職
業
」

　
　
　
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
22
年
３
月
に
発
行
し
た

「
小
阿
仁
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
は
、
河
川
が
は

ん
濫
し
た
場
合
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
て
、
地
域
住
民
の
方
々
が
す
ば
や

く
安
全
に
避
難
し
て
い
た
だ
き
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
被
害
の

想
定
さ
れ
る
区
域
と
被
害
の
程
度
及
び
、避

難
場
所
等
の
情
報
を
地
図
上
に
表
示
し
た
も

の
で
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
ご
家

庭
で
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

☎（
77
）２
２
２
２

小
阿
仁
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
更
新
し
ま
し
た
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上
小
阿
仁
村
に
来
ら
れ
る
方
、
出
か
け

る
方
の
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
集
落
の
自
宅
前
か
ら
大
館
能
代
空

港
、
阿
仁
前
田
駅
、
阿
仁
合
駅
の
直
行
便

で
す
。

■
利
用
で
き
る
方

　

だ
れ
で
も
自
由
に
ご
利
用
で
き
ま
す
。‌

　
（
県
外
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。）

■
利
用
料
金

〈
片
道
〉

　

お
と
な　
　
　
　
　
　

２
、０
０
０
円

　

こ
ど
も
（
６
歳
未
満
）
１
、０
０
０
円

■
利
用
条
件

　

利
用
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
各
タ
ク

シ
ー
会
社
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
乗
車
人
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

定
員
オ
ー
バ
ー
の
時
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

  
◆
大
館
能
代
空
港
を
利
用
す
る
場
合

　

  

東
京
便
２
便
が
対
象
で
す
。

  

●
申
込
先

  

　
合
川
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

☎
０
１
８
６
（
78
）
２
５
２
２  

杉
風
荘
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道（
秋
田
内
陸
線
）

を
利
用
す
る
場
合

  

角
館
行

  　
　

  

阿
仁
合
駅
発　

  

午
前
６
時
01
分

  　
　

  

阿
仁
前
田
駅
発  

午
前
８
時
08
分

  　
　

  

阿
仁
前
田
駅
発  

午
前
９
時
05
分

  

鷹
巣
行  

  　
　

  

阿
仁
前
田
駅
着  

午
後
１
時
26
分

  　
　

  

阿
仁
前
田
駅
着  

午
後
３
時
37
分

  　
　

  

阿
仁
前
田
駅
着  

午
後
７
時
27
分

※
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
時
刻
改
正
に

よ
り
、
平
成
27
年
３
月
14
日
か
ら
利
用

対
象
と
な
る
電
車
の
発
着
時
間
が
変
更

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
先

米
内
沢
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

☎
０
１
８
６
（
72
）
３
２
１
２

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班

☎
（
77
）
２
２
２
１

　

役
場
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票
等
の
証

明
書
等
に
つ
い
て
、
平
日
に
電
話
で
証
明
書

の
発
行
を
申
し
込
ん
で
い
た
だ
く
と
、土
曜

日
・
日
曜
日
に
お
渡
し
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

発
行
で
き
る
書
類
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
住
民
票
　
　
・
印
鑑
証
明

　
・
資
産
証
明
　
・
評
価
証
明

　
・
所
得
証
明
　
・
納
税
証
明

　
・
課
税
非
課
税
証
明

　

詳
し
く
は
、
電
話
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
証
明
書
の
受
け
取
り
は
、
本
人

に
限
り
ま
す
。
受
領
の
際
、運
転
免
許
証
な

ど
の
写
真
付
き
の
証
明
書
に
よ
り
本
人
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

印
鑑
証
明
書
の
発
行
に
は
、印
鑑
登
録
証

の
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。

・
ゴ
ミ
処
理
利
用
券

　

長
下
処
分
場
、ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
利
用
券
は
、
予
約
が
な

く
て
も
発
行
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
人
で
な

く
て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課

☎（
77
）２
２
２
２

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
県
外
の
方
も
利
用
可
能
で
す
。）

　

村
内
か
ら
、
八
郎
潟
駅
ま
で
平
日
、
朝
・

昼
・
夕
の
３
回
、
電
話
予
約
に
よ
り
運
行

し
て
い
ま
す
。

●
運
行
時
間

（
役
場
発
）

　

朝
便　
　

午
前
７
時
20
分

　

昼
便　
　

午
前
11
時
30
分

　

夕
便　
　

午
後
４
時
00
分

（
八
郎
潟
駅
発
）

　

朝
便　
　

午
前
９
時
00
分

　

昼
便　
　

午
後
１
時
00
分

　

夕
便　
　

午
後
５
時
30
分

●
電
話
予
約
方
法

　

朝
便
の
利
用
は
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
、

昼
又
は
夕
便
の
利
用
は
出
発
時
間
の
２
時

間
前
ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
料
　
　
金
〈
片
道
〉

　

お
と
な　
　
　
　
　

１
、０
０
０
円

　

こ
ど
も（
小
学
生
）　　

‌

５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乳
幼
児
無
料
）

●
申
し
込
み
先

　
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎ 

０
１
８
６（
77
）３
０
５
８

事
前
予
約
制

各
種
証
明
書
等
の
発
行

事
前
予
約
制

　
　

こ
あ
に
号 

を

　
　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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22
～
26
年
度
に
引
き
続
き
、
村
内
に
あ

る
住
宅
の
増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う

方
を
支
援
し
ま
す
。
県
の
補
助
事
業
と
併

せ
て
申
請
が
必
要
で
す
。

■
補
助
額

　

工
事
費
の
10
％　

最
大
20
万
円

※
過
去
に
補
助
を
受
け
た
場
合
は
、
あ
わ

せ
て
上
限
20
万
円
と
な
り
ま
す
。

※
秋
田
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業　

　
　
　
　

工
事
費
の
10
％　

最
大
15
万
円

■
補
助
対
象
者

　

村
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
自
己
所
有

あ
る
い
は
家
族
所
有
の
村
内
に
あ
る
住
宅

を
増
改
築
、
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
方
。

　

村
税
、
保
育
料
、
そ
の
他
の
公
共
料
金

を
完
納
さ
れ
て
い
る
方
。

■
補
助
対
象
工
事

　

工
事
に
要
す
る
経
費
50
万
円
以
上
。

　

村
内
に
本
店
を
有
す
る
建
設
業
者
等
が

施
行
。

　

県
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
工
事
。

■
事
業
の
実
施
期
間

　

平
成
28
年
３
月
ま
で
に
完
了
実
績
報
告

書
を
提
出
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班

☎
（
77
）
２
２
２
４

◇
福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

福
祉
医
療
制
度
と
は
、
医
療
費
（
保
険

診
療
）
の
う
ち
、
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
費
用
を
村
が
負
担
し
、
無
料
に

な
る
制
度
で
す
。
受
給
対
象
者
が
医
療
機

関
な
ど
で
医
療
の
給
付
（
入
院
・
外
来
な

ど
）
を
受
け
た
際
の
医
療
保
険
自
己
負
担

額
に
つ
い
て
、
県
と
市
町
村
が
福
祉
医
療

費
と
し
て
負
担
し
ま
す
。

　

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
申
請
書
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

　

・
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

　

・
印
鑑

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

住
民
福
祉
課　

税
務
保
険
班

☎
（
77
）
２
２
２
２

　

村
で
は
、
次
の
と
お
り
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日（
水
）～
６
月
１
日（
月
）

■
縦
覧
場
所

　

住
民
福
祉
課　

税
務
保
険
班
窓
口

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

住
民
福
祉
課　

税
務
保
険
班

☎
（
77
）
２
２
２
２　

　

村
で
は
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
村
民
の

み
な
さ
ん
が
快
適
な
生
活
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
５
年
度
か
ら
継

続
的
に
国
、
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

浄
化
槽
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
個
人
設
置
型
浄
化
槽
補

助
金
の
申
請
を
受
付
し
ま
す
。

■
募
集
枠

　

１
基

■
応
募
期
限

　

６
月
末

■
対
象
地
域

　

大
阿
瀬
・
堂
川
・
小
田
瀬
・
南
沢
・
不

動
羅
・
中
茂
・
八
木
沢

■
交
付
対
象

　

主
に
居
住
を
目
的
と
す
る
住
宅
で
、店
舗

等
併
用
住
宅
、賃
貸
住
宅
等
も
含
み
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

５
人
槽　
　

４
２
９
、０
０
０
円

　
（
延
床
面
積　
１
３
０
㎡
以
下
）

　

７
人
槽　
　

５
３
４
、０
０
０
円

　
（
延
床
面
積　
１
３
０
㎡
超
）

※
浄
化
槽
の
大
き
さ
は
家
の
延
床
面
積
、

使
用
人
数
等
に
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
建
設
班

☎(
77)

２
２
２
４

　

国
民
健
康
保
険
の
異
動
の
届
出
は
14
日

以
内
で
す
。

　

転
入
・
転
出
・
他
の
健
康
保
険
を
や
め

ら
れ
た
方
、
他
の
健
康
保
険
に
入
ら
れ
た

方
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

資
格
喪
失
証
明
書
は
、
今
ま
で
の
保
険

者
（
被
保
険
者
証
の
発
行
機
関
）
か
ら
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
国
民
皆
保
険
制
度

　

日
本
で
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

全
て
の
人
が
必
ず
医
療
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
他
の
健
康
保
険
に
加

入
で
き
な
い
人
に
医
療
を
保
障
す
る
医
療

保
険
で
、
各
市
町
村
等
が
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

異
動
の
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
た
り
、
医
療
費
を
お
返

し
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

小
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
の
い
る
世
帯

で
ま
だ
申
請
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

浄
化
槽（
合
併
処
理
浄
化
槽
）

を
設
置
し
ま
せ
ん
か

上
小
阿
仁
村
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

緊
急
支
援
事
業
継
続
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
よ
り
お
知
ら
せ

小
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
の

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
に
つ
い
て

固
定
資
産
税

　
課
税
台
帳
を
縦
覧
し
ま
す
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協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業
の
従

業
員
と
そ
の
ご
家
族
の
み
な
さ
ま
約
34
万

人
（
秋
田
支
部
）
が
加
入
す
る
健
康
保
険

で
す
。
健
康
保
険
料
率
は
、
医
療
費
支
出

の
増
大
、
全
国
と
の
医
療
費
格
差
の
拡
大

な
ど
に
よ
り
、
平
成
27
年
５
月
納
付
分
か

ら
10
・
06
％
（
現
行
10
・
02
％
）
に
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
40
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
方
に
対
す
る
介
護
保
険
料
率
は

１
・
58
％
（
現
行
１
・
72
％
）
に
引
き
下

げ
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
全
国
健
康
保
険
協
会
秋
田
支
部

☎
０
１
８
（
８
８
３
）
１
８
４
1

　

県
で
は
、
住
宅
の
建
設
又
は
リ
フ
ォ
ー

ム
等
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
次
の
事
業
に

よ
り
工
事
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

　

②「
秋
田
ス
ギ
の
家
」
普
及
促
進
事
業

※
補
助
条
件
な
ど
の
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
北
秋
田
地
域
振
興
局
建

築
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
地
域
振
興
局
建
築
課

☎
（
63
）
２
５
３
１

　

技
能
検
定
と
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進

法
に
基
づ
い
て
、
労
働
者
の
有
す
る
技
能

を
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
検
定
し
、
こ
れ

を
公
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
度
前
期
の
技
能
検
定
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
日

【
実
技
試
験
】

　

６
月
３
日
（
水
）
～
９
月
８
日
（
火
）

ま
で
の
指
定
す
る
日

【
学
科
試
験
】

　

７
月
19
日
（
日
）、
８
月
23
日
（
日
）、

　

８
月
30
日
（
日
）、
９
月
６
日
（
日
）

技
能
検
定（
国
家
資
格
）

　
　
　
　
の
実
施
に
つ
い
て

５
月
納
付
分
か
ら

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す

村長交際費（平成27年2月21日～3月20日）

村長の動静
（平成27年2月21日～3月20日）

21日㈯　北秋田地区交通安全協会阿仁部会総会
（北秋田市）

23日㈪　議会運営委員会
　 議員全員協議会
25日㈬　１人暮らし老人と民生委員の交流会
　 国保運営協議会

 1日㈰　秋田北鷹高等学校卒業式（北秋田市）
 3日㈫　村議会３月定例会　～１３日まで
 8日㈰　上小阿仁中学校卒業式
 9日㈪　辞令交付
14日㈯　かみこあに保育園卒園式
16日㈪　課長会議
　 辞令交付
　 第３回ボランティアのつどい
18日㈬　上小阿仁小学校卒業式

・北秋田地区交通安全協会阿仁部会総会

3/

 2/

５,０００円

■
申
請
期
間
、
受
付
場
所

　

４
月
６
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

秋
田
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　
　
　
　
　
　

又
は
各
技
能
セ
ン
タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
雇
用
労
働
政
策
課

☎
０
１
８
（
８
６
０
）
２
３
０
１

　
秋
田
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
１
８
（
８
６
２
）
３
５
１
０

■
大
会
期
日
と
種
目

　
８
月
29
日
（
土
）

　

水
泳
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
一
般
卓
球
、

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
精
神
障
害
）

　
９
月
12
日
（
土
）

　

陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

■
申
込
方
法

　

４
月
27
日
か
ら
各
市
町
村
の
生
涯
福
祉

担
当
課
で
申
込
関
係
書
類
の
配
布
を
行
い

ま
す
。

※
同
日
よ
り
協
会
Ｈ
Ｐ
に
も
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
さ
れ
ま
す
。

■
申
込
締
切
（
市
町
村
窓
口
）

　

５
月
29
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

☎
０
１
８
（
８
６
４
）
２
７
５
０

月　収
（税引き前）

お勤めの方ご本人負担分
（変化分）

健康保険料 介護保険料

20 万円 月約 40 円減 月約 140 円減

30 万円 月約 60 円減 月約 210 円減

40 万円 月約 82 円減 月約 287 円減

※任意継続被保険者の方は、事業主負担分も
　加わります。

【
秋
田
県
事
業
】

あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

第
13
回 

秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん

と
関
係
行
政
機
関
等
の
間
に
立
っ
て
、
問

題
の
解
決
を
図
る
「
行
政
と
住
民
の
パ
イ

プ
役
」
で
す
。

　

次
の
と
お
り
定
例
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
会
】

　

４
月
３
日
（
金
）

　

開
発
セ
ン
タ
ー　

午
前
10
時
～
正
午

※
次
回
予
定   

５
月
１
日（
金
）

3
月
慶
弔
だ
よ
り

1,181世帯
2,561人　
1,218人　
1,343人　

3人　
3人　

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（＋　 ）

5 
8 
 4 
4 
 4 
2 

平成26年2月末現在

　

村
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
上
小

阿
仁
村
固
定
資
産
評
価
委
員
に
、
大
沢
正

一
氏
（
下
仏
社
）
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　　

任
期
は
平
成
30
年
３
月
15
日
ま
で
で
す
。

（
２
月
21
日
～
３
月
20
日
）

◆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

柴　
田　
ス　
ワ 

さ
ん（
84
）杉
風
荘

　
大　
沢　
岩　
藏 

さ
ん（
88
）杉
風
荘

　
森　
川　
キ　
ミ 

さ
ん（
90
）杉
風
荘

　
齊　
藤　
吉　
治 

さ
ん（
87
）杉
風
荘

　
山　
田　
ナ　
ヨ 

さ
ん（
90
）沖
田
面

◆
善
意

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
温
か
い
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

香
典
返
し

　

萩　
野　
雅　
徳　

さ
ん　
（
大
阿
瀬
）

　

小　
林　
清　
治　

さ
ん　
（
下
五
反
沢
）

　

齊　
藤　
　
　
泰　

さ
ん　
（
上
仏
社
）

　

大　
沢　
義　
満　

さ
ん　
（
上
仏
社
）

　

辻　
　
　
孝
太
郎　

さ
ん　
（
大　

海
）

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
評
価
委
員
に

大 

沢 

正 

一 

氏
を
任
命

■
臨
時
休
診
（
１
日
）
の
お
知
ら
せ

　
内
科

　
　

４
月
６
日
（
月
）

　
　
　
　

13
日
（
月
）

　
　
　
　

14
日
（
火
）

　
　
　
　

20
日
（
月
）

　
　
　
　

21
日
（
火
）

※
泌
尿
器
科
（
月
曜
日
の
み
）
は
、
通
常

ど
お
り
診
察
を
行
い
ま
す
。

■
臨
時
休
診
（
午
後
）
の
お
知
ら
せ

　
内
科

　
　

４
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

10
日
（
金
）

　
　
　
　

17
日
（
金
）

　

村
で
は
、
大
館
能
代
空
港
を
利
用
さ
れ

た
方
に
対
し
、
助
成
金
の
支
給
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

■
対
象
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日　

～

　
　

平
成
28
年
３
月
31
日

■
対
象
運
賃

　

片
道
運
賃
、
往
復
運
賃
、
小
児
運
賃
、

パ
ッ
ク
商
品
、
旅
割
な
ど
各
種
割
引
運
賃

■
助
成
金
額

　

１
席
（
片
道
）　　
　
　

２
、５
０
０
円

　
　
（
小
児
運
賃
適
用
の
場
合
は
半
額
）

　

パ
ッ
ク
商
品
（
往
復
）　

２
、５
０
０
円

■
助
成
対
象
者

　

上
小
阿
仁
村
に
住
所
を
有
す
る
方
。

　

市
町
村
民
税
や
各
種
料
金
の
滞
納
の
な

い
方
。

■
申
請
方
法

　

搭
乗
日
よ
り
40
日
以
内
に
、
所
定
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

①
搭
乗
券
（
搭
乗
手
続
き
の
際
に
発
行
さ

れ
る
レ
シ
ー
ト
）

②
領
収
書（
支
払
の
金
額
が
分
か
る
も
の
）

を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班

☎
（
77
）
２
２
２
１

診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
館
能
代
空
港
ご
利
用
の
方
へ

大
館
能
代
空
港

利
用
促
進
助
成
金
事
業

放
射
線
量
定
点
測
定
結
果

　

３
月
２
日（
月
）、午
前
10
時
に
役

場
駐
車
場
で
放
射
線
量
を
測
定
し
ま

し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
35
回
定
点
測
定

平
均
０
・
０
４
４
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
毎
時

※
測
定
結
果
は
５
回
測
定
の
平
均
値

で
す
。

※
秋
田
県
の
通
常
レ
ベ
ル
範
囲
は

０
・
０
２
２
～
０
・
０
８
６
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
で
す
。

４月の

日 SUN 月MON 火 SUN 水WED 木 THU 金 F R I 土 SAT

村民カレンダー （平成27年４月１日から４月30日まで）

４月分納期限のお知らせ

４月30日（木）軽自動車税

21 22
水無健康教室
10時～水無公民館

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

大海健康教室
10時～大海公民館

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

2019 23
上仏社健康教室
10時～
上仏社担い手センター

24
転倒予防教室
9時30分～

若者センター
歩こう会
10時～

地域センター
さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

25

昭和の日
30

151412 16
小沢田健康教室
10時～

小沢田公民館

ひよこの会
10時～

保健センター

17
転倒予防教室
9時30分～

若者センター

９

２

転倒予防教室
9時30分～

若者センター

歩こう会
10時～

地域センター

さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

転倒予防教室
9時30分～

若者センター

10

３ ４

11
さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

長信田健康教室
10時～
長信田交流センター

中五反沢健康教室
10時～
中五反沢公民館

さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

火ようクラブ
10時～

保健センター

福舘健康教室
10時～
い樹い樹交流センター

秋田県議会議
員一般選挙
投・開票日

全村一斉
クリーンアッ
プデー

村長選挙・村
議会議員一般
選挙　投・開
票日

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

７６５

１
話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

８

13

2726 28
火ようクラブ
10時～

保健センター

29

18
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４月の

日 SUN 月MON 火 SUN 水WED 木 THU 金 F R I 土 SAT

村民カレンダー （平成27年４月１日から４月30日まで）

４月分納期限のお知らせ

４月30日（木）軽自動車税

21 22
水無健康教室
10時～水無公民館

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

大海健康教室
10時～大海公民館

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

2019 23
上仏社健康教室
10時～
上仏社担い手センター

24
転倒予防教室
9時30分～

若者センター
歩こう会
10時～

地域センター
さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

25

昭和の日
30

151412 16
小沢田健康教室
10時～

小沢田公民館

ひよこの会
10時～

保健センター

17
転倒予防教室
9時30分～

若者センター

９

２

転倒予防教室
9時30分～

若者センター

歩こう会
10時～

地域センター

さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

転倒予防教室
9時30分～

若者センター

10

３ ４

11
さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

長信田健康教室
10時～
長信田交流センター

中五反沢健康教室
10時～
中五反沢公民館

さわやかクラブ
13時30分～

保健センター

火ようクラブ
10時～

保健センター

福舘健康教室
10時～
い樹い樹交流センター

秋田県議会議
員一般選挙
投・開票日

全村一斉
クリーンアッ
プデー

村長選挙・村
議会議員一般
選挙　投・開
票日

話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

７６５

１
話・笑・和くらぶ
13時～

若者センター

８

13

2726 28
火ようクラブ
10時～

保健センター

29

18



万
灯
火
イ
ベ
ン
ト

彼
岸
の
伝
統
行
事

　３月21日、彼岸の中日に先祖の霊を供養するため、墓前でワラを燃やし
たことが由来とされる伝統行事「万灯火」が行われました。
　午前11時、物産センターと秋田杉の館前に出店された屋台がオープン
しました。また、物産センター前では、クッキングクラブ会員の試作した
「ほおずき大福」「こはぜ大福」の限定試食会なども行われ、立ち寄った
観光客らで、会場は絶えず賑わっていました。
　午後２時30分からは、秋田杉の館２階で、野呂義子一行による春彼岸
民謡ショーが開催されました。野呂義子さんは福舘集落のご出身で、現
在は秋田県民謡協会の理事を務め、後進の育成にも力を注いでいらっ
しゃいます。会場には、多くの民謡ファンが訪れ、約１時間にわたる民謡
ショーを楽しみました。
　午後６時前には、無料鑑賞バスで15集落の万灯火を見ようと、多くの
観光客が保健センター駐車場に集合しました。午後６時５分、最初の点火
となる堂川集落の万灯火に火が灯されると、時間差でそれぞれの集落の
万灯火が点火しました。無料バスでは、観光案内人のガイドにより、万灯
火の歴史や万灯火に使用される「だんぽ」、集落の歴史、村の観光など
が紹介されました。
　午後７時30分には、メイン会場となる小沢田ふるさと公園では「鼓響」
による太鼓演奏が行われました。演奏と共に、公園の川向かいに設置さ
れた小沢田集落の万灯火に火が灯され、会場に集まった多くの観光客が、
和太鼓演奏と万灯火をカメラに収めていました。
イベントの最後には、終焉を告げる供養花火が打ち上げられ、万灯火行
事は終了しました。
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